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【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
】

Ｑ
（
森
川
議
員
）

　

平
成
27
年
10
月
に
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
で
す
が
、
現
在
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
率
は
。

Ａ
（
住
民
課
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
2
月
末
現

在
の
発
行
数
は
１
９
３
０
枚
で
作
成
率

は
７
．
８
９
％
と
低
い
状
況
で
す
。
今

後
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
よ
る
住

民
票
、
印
鑑
証
明
等
発
行
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
作
成
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

町
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
ち
ナ

ビ
等
に
よ
り
作
成
勧
奨
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

【
国
保
の
被
保
険
者
数
】

Ｑ
（
森
川
議
員
）

　

国
保
の
被
保
険
者
数
の
推
移
は

Ａ
（
住
民
課
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
社
会
保
険
へ
の
加

入
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
平

成
28
年
10
月
1
日
か
ら
社
会
保
険
の
適

用
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
と

も
関
連
し
、
平
成
26
年
度
末
９
，
１
０

９
人
、
平
成
27
年
度
末
８
，
５
２
０
人
、

平
成
28
年
12
月
末
で
８
，
０
５
６
人
と

減
少
し
て
い
ま
す
。

【
介
護
認
定
調
査
費
】

Ｑ
（
鈴
木
克
征
議
員
）

　

認
定
調
査
費
は
補
正
で
減
額
し
た
と

思
う
が
、
今
予
算
は
問
題
な
い
か
。

Ａ
（
福
祉
課
）

　

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
想
定
し
て

い
る
年
間
件
数
を
こ
な
せ
る
だ
け
の
体

制
は
こ
れ
で
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
委
託
件
数
で
す
が
、
新
年

度
は
４
２
０
件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
用
務
員
業
務
委
託
料
】

Ｑ
（
鈴
木
克
征
議
員
）

　

学
校
用
務
員
業
務
委
託
料
の
増
減
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
（
教
育
課
）

　

小
学
校
２
校
と
両
中
学
校
で
、
用
務

員
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
度
ま
で
小
学
校
費
で
中
学
校
用
務
員

業
務
委
託
料
も
計
上
し
て
い
ま
し
た
が

本
年
度
は
小
学
校
費
、
中
学
校
費
に
計

上
を
分
割
し
た
も
の
で
す
。
最
低
賃
金

の
改
定
が
行
わ
れ
、
本
年
度
は
業
務
委

託
料
の
改
正
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

小
学
校
費
の
減
額
分
と
中
学
校
費
の
増

額
分
が
同
額
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
時
計
点
検
】

※
（
川
島
勝
美
議
員
）

　

光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
カ
リ
オ
ン
時
計

は
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
そ
れ
を
撤
去

す
る
こ
と
は
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
失
わ

せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の

親
子
が
、
あ
る
一
定
時
間
に
軽
や
か
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
こ
と
で
情
緒
豊

か
な
運
動
公
園
と
感
じ
る
。
よ
っ
て
継

続
し
て
点
検
を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
。

【
給
食
業
務
委
託
料
】

Ｑ
（
川
島
仁
議
員
）

　

給
食
配
送
業
務
委
託
料
、
給
食
調
理

業
務
委
託
料
等
に
つ
い
て
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ
（
教
育
課
）

　

給
食
配
送
業
務
委
託
料
は
、
給
食
を

町
内
運
送
会
社
２
社
の
ト
ラ
ッ
ク
３
台

で
小
中
学
校
へ
配
送
し
て
い
ま
す
。
給

食
調
理
業
務
委
託
は
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
大

新
東
に
調
理
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

調
理
員
は
22
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
給

食
配
膳
業
務
委
託
料
は
、
配
送
業
務
の

助
手
と
し
て
各
ト
ラ
ッ
ク
に
１
名
同
乗

し
、
給
食
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
下
ろ
し
の

手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
町
立
保
育
所
事
業
費
】

Ｑ
（
庄
内
議
員
）

　

大
総
保
育
所
の
事
業
費
が
前
年
度
に

比
べ
大
幅
に
下
が
っ
て
い
ま
す
が
。

Ａ
（
健
康
こ
ど
も
課
）

　

大
総
保
育
所
の
平
成
28
年
度
予
算
に

は
、
屋
根
の
全
面
改
修
費
約
５
０
０
万

円
が
含
ま
れ
て
お
り
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
の
事
業
費
は
下
が
っ

て
い
ま
す
が
、
各
保
育
所
も
老
朽
化
が

進
み
、
今
後
も
修
繕
が
必
要
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
基
本
健
康
診
査
事
業
】

Ｑ
（
庄
内
議
員
）

　

基
本
健
康
診
査
事
業
費
が
、
前
年
度

に
比
べ
大
き
く
下
が
っ
て
い
ま
す
が
。

Ａ
（
健
康
こ
ど
も
課
）

　

今
ま
で
予
算
化
さ
れ
て
い
た
ク
レ
ア

チ
ン
検
査
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
国
保

会
計
に
移
行
し
た
た
め
、
そ
の
分
が
こ

ど
も
課
の
予
算
か
ら
減
額
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
国
保
広
域
化
】

Ｑ
（
山
﨑
義
貞
議
員
）

　

国
保
の
広
域
化
が
平
成
30
年
か
ら
始

ま
る
が
、
住
民
の
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。

Ａ
（
住
民
課
）

　

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り

ま
す
が
、
町
の
役
割
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
税
に
つ
い
て
は
、
標
準
税
率
、

収
納
率
を
県
が
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
税
率
は
あ
く
ま
で
も
町
が
条
例
に

よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
予
算
】

Ｑ
（
山
﨑
義
貞
議
員
）

　

在
宅
重
度
知
的
障
害
者
福
祉
手
当
や
、

各
種
助
成
金
の
減
額
理
由
は
。

Ａ
（
福
祉
課
）

　

障
害
者
福
祉
予
算
の
計
上
に
つ
い
て

は
、
給
付
状
況
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス

の
見
込
量
及
び
給
付
人
員
等
を
精
査
し

た
結
果
、
減
額
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

【
空
家
の
実
態
】

Ｑ
（
川
島
富
士
子
議
員
）

　

空
家
の
実
態
調
査
と
計
画
は

Ａ
（
都
市
建
設
課
）

　

特
定
し
た
空
家
を
実
態
調
査
し
、
所

有
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
空
家
の

活
用
方
法
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
、

併
せ
て
協
議
会
の
立
ち
上
げ
、
計
画
策

定
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
】

102017.5

民
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

平
成
29
年
３
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
各
常
任
委
員

会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
で
あ
る
平
成
29
年
度
予

算
に
つ
い
て
、
事
業
の
内
容
や
予
算
の
適
正
に
つ
い
て
調

査
を
し
ま
し
た
。

民
生
文
教
・
総
務
経
済
常
任
委
員
会

平成29年度予算調査

こ
の
予
算
、
ほ
ん
と
に

必
要
!?

そ
れ
と
も

不
要
!?
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Ｑ
（
川
島
富
士
子
議
員
）

　

曇
ら
な
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

Ａ
（
都
市
建
設
課
）

　

現
在
町
で
設
置
し
て
い
る
の
が
ハ
イ

ド
ロ
ク
リ
ー
ン
と
い
う
も
の
で
、
ミ

ラ
ー
の
面
に
特
殊
な
加
工
が
施
し
て
あ

り
、
曇
り
や
汚
れ
を
防
ぐ
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
新
設
、
交
換
時
に
は
随

時
当
該
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

【
財
政
調
整
基
金
】

Ｑ
（
山
﨑
貞
一
議
員
）

　

財
政
調
整
基
金
は
平
成
28
年
度
末
で

23
億
２
千
７
百
万
円
で
す
。
合
併
後
の

10
年
間
で
交
付
税
合
併
算
定
替
の
影
響

額
分
が
毎
年
約
４
億
７
千
万
円
程
度

あ
っ
た
が
、
今
後
５
年
間
で
段
階
的
に

縮
減
さ
れ
０
と
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、

あ
る
程
度
の
取
り
崩
し
を
検
討
し
て
行

く
べ
き
と
思
う
が
。

Ａ
（
企
画
財
政
課
）

　

財
政
調
整
基
金
は
一
般
財
源
化
さ
れ

ま
す
が
、
将
来
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
特
定
目
的
基
金

な
ど
の
積
み
立
て
も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
作
成
中
の
第
二
次
総
合
計
画
に
も
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
目
標
値
を
盛

り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

◎
将
来
を
見
据
え
た
対
応
へ
、
目
標
値

の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
特
産
品
開
発
】

Ｑ
（
八
角
議
員
）

　
「
も
つ
」
の
持
つ
魅
力
を
活
か
そ
う

事
業
（
創
生
）
で
２
９
４
万
３
千
円
の

増
、
特
産
品
開
発
及
び
商
品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
委
託
料
等
で
４
０
０
万
円
計
上
し

て
い
る
が
、
特
産
品
開
発
や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
分
か
る
よ
う
な
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
）

　

も
つ
料
理

の
開
発
に
つ

い
て
、
委
託

し
た
業
者

フ
ー
ド
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
そ
の

商
品
開
発
し
た
も
つ
の
Ｐ
Ｒ
会
議
を
も

ち
、
そ
の
中
で
商
品
化
を
考
え
ま
す
。

専
門
業
者
に
調
理
業
務
を
委
託
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
Ｐ
Ｒ
は
、
宿
泊
組
合
に

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
も
つ

料
理
を
振
舞
っ
て
い
た
だ
き
、
料
理
が

完
成
し
た
暁
に
は
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
告

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

ら
も
ろ
も
ろ
の
経
費
で
４
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
資
源
循
環
促
進
事
業
】

Ｑ
（
野
村
議
員
）

　

新
規
事
業
の
サ
ン
ブ
ス
ギ
林
再
生
・

資
源
循
環
促
進
事
業
１
，
０
１
７
万
８

千
円
に
つ
い
て
、
今
後
継
続
性
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
内
容
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
）

　

県
で
は
昨
年
発
生
し
た
台
風
に
よ
り

倒
木
の
被
害
が
多
数
発
生
す
る
な
ど
、

被
害
林
の
再
生
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

山
武
地
域
を
中
心
に
国
の
環
境
林
整
備

事
業
を
活
用
し
て
サ
ン
ブ
ス
ギ
溝
腐
病

対
策
を
実
施
す
る
も
の
で
、
事
業
主
体

は
千
葉
県
森
林
組
合
と
な
り
ま
す
。
組

合
が
行
う
被
害
を
受
け
た
サ
ン
ブ
ス
ギ

林
の
伐
採
、
運
搬
、
跡
地
へ
の
植
栽
に

対
し
、
国
県
あ
わ
せ
て
10
分
の
４
の
補

助
と
町
の
義
務
負
担
分
を
併
せ
て
補
助

す
る
も
の
で
す
。
町
の
負
担
は
伐
採
、

運
搬
経
費
に
対
す
る
義
務
負
担
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
２
６
万
７
千
７
０
０
円

で
あ
り
、
平
成
29
年
度
は
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
乗
じ
た
８
０
万
３
千
１
０
０
円
を

支
出
す
る
も
の
で
す
。

【
食
品
安
全
の
認
証
制
度
】

Ｑ
（
齋
藤
議
員
）

　

こ
れ
か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
加
工
食
品

の
製
造
に
関
す
る
安
全
の
認
証
制
度
）

や
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
産
物
の
生
産
の
安
全
の

認
証
制
度
）
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て

い
く
の
は
厳
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ
（
食
肉
セ
ン
タ
ー
）

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
関
係
機
関
の
協
力

を
得
な
が
ら
取
組
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
千
葉
県
食
肉
流
通
協
議
会

で
は
、
と
畜
技
術
向
上
の
た
め
の
取
組

の
ほ
か
県
内
と
畜
場
の
再
編
に
つ
い
て

も
協
議
を
始
め
て
お
り
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

へ
の
対
応
等
、
今
後
の
方
針
が
決
め
ら

れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

【
浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
補
助
金
】

Ｑ
（
鈴
木
和
彦
議
員
）

　

浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
で
す
が
、
平
成
29
年
度
は
倍
増
の

２
，
１
１
１
万
７
千
円
の
予
算
計
上
で

あ
り
ま
す
が
、
人
槽
ご
と
の
内
訳
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
（
環
境
防
災
課
）

　

財
源
の
内
訳
と
し
て
国
、
県
、
町
そ

れ
ぞ
れ
３
分
の
１
で
あ
り
、
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
工
事
を
行
っ
た
方
を

対
象
に
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
内
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
限
で

５
人
槽
が
３
３
万
２
千
円
、
７
人
槽
が

４
１
万
４
千
円
、
１
０
人
槽
が
５
４
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
（
鈴
木
和
彦
議
員
）

　

新
築
の
場
合
も
、
補
助
の
対
象
と
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
（
環
境
防
災
課
）

　

新
築
の
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

【
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
】

Ｑ
（
宮
薗
議
員
）

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
の
橋
梁
点

検
の
箇
所
及
び
点
検
数
は
。
ま
た
、
用

地
先
行
取
得
事
業
の
箇
所
は
。

Ａ
（
都
市
建
設
課
）

　

橋
梁
点
検
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
べ
て
の

橋
梁
を
点
検
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

判
定
３
の
橋
梁
は
、
次
回
の
点
検
（
５

年
後
）
ま
で
に
修
繕
を
完
了
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
ま
で
に

１
０
橋
、
平
成
28
年
度
は
９
１
橋
点
検

を
実
施
し
、
平
成
28
年
度
末
で
全
体
の

２
２
７
橋
の
う
ち
１
０
１
橋
の
点
検
が

完
了
と
な
り
、
平
成
29
年
度
は
７
２
橋
、

平
成
30
年
度
は
５
４
橋
の
点
検
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
平
成
28
年
度
ま
で
の

調
査
で
判
定
３
の
橋
梁
が
２
橋
あ
り
、

こ
れ
か
ら
順
次
改
修
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

【
人
事
異
動
】

Ｑ
（
秋
鹿
議
員
）

　

職
員
増
に
よ
る
増
額
が
あ
る
と
い
う

事
で
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
セ
ク

シ
ョ
ン
が
増
員
と
な
っ
た
の
か
。

Ａ
（
総
務
課
）

　

全
体
的
に
は
地
方
創
生
の
実
施
、
空

港
対
策
、
空
港
を
中
心
と
し
た
地
域
振

興
等
の
業
務
が
増
え
る
関
係
で
、
1
、

2
名
の
増
員
を
と
い
う
考
え
で
進
め
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
人
事
配
置
の
検
討

中
で
す
の
で
、
ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
増

え
る
か
と
い
う
こ
と
は
未
定
の
段
階
で

す
。

【
防
犯
灯
設
置
事
業
】

Ｑ
（
秋
鹿
議
員
）

　

防
犯
灯
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
、
要

望
に
対
し
て
１
０
０
％
実
施
し
て
い
る

か
。

Ａ
（
環
境
防
災
課
）

　

平
成
28
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
要
望

に
対
し
て
１
０
０
％
対
応
し
て
お
り
ま

す
。

【
不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業
】

Ｑ
（
秋
鹿
議
員
）

　

不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業
が
前
年
度

予
算
と
ほ
ぼ
増
減
が
な
い
が
、
実
績
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
（
環
境
防
災
課
）

　

現
在
、
大
き
な
不
法
投
棄
事
案
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
は
依
然
な
く
な
ら
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
の
で
、
不
法
投
棄
監
視
員
と
今

ま
で
以
上
に
連
絡
を
密
に
し
、
連
絡
が

あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
対
応
す
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。
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